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Contents 東
温
ア
ル
プ
ス

～
風
光
明
媚
な
登
山
ス
ポ
ッ
ト
～

（
東
温
市
）

　

東
温
ア
ル
プ
ス
は
、
皿
ヶ
嶺
連
峰
県
立

自
然
公
園
の
う
ち
、
東
の
石
墨
山
か
ら
西

の
皿
ヶ
嶺
を
縦
走
す
る
山
域
を
指
し
ま
す
。

　

多
彩
な
登
山
コ
ー
ス
に
加
え
、
草
花
、

ブ
ナ
林
の
紅
葉
、
霧
氷
な
ど
の
季
節
折
々

の
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
に
凍
結
し
た
白
猪
の
滝
は
、

氷
の
彫
刻
の
ご
と
く
、
幻
想
的
な
姿
を
現

し
ま
す
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
か
ら
本
格
的
な
登
山
ま
で
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

○新春のご挨拶（県連会長・全国連会長）

○第58回商工会全国大会

○青年部・女性部全国大会

○小規模事業者持続化補助金活用事例

○e-Taxの利用手続きについて

○小さな瞳・経営かわら版

表紙写真提供：東温市観光物産協会
（東温市商工会）
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愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
村
上
　
友
則

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
31
年
の
年
頭

に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
個
人

消
費
の
持
ち
直
し
や
設
備
投
資
が

増
加
す
る
な
ど
大
企
業
を
中
心
と

し
て
、
景
気
は
回
復
基
調
に
あ
る

も
の
の
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
人
口
減
少
、
需
要
の
縮

小
、
さ
ら
に
は
労
働
人
口
の
減
少

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
あ
っ
て
は
、
従
業
員
等
の

労
働
力
不
足
の
み
な
ら
ず
、
経
営

者
自
身
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

が
相
ま
っ
て
、
事
業
の
継
続
可
否

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨

年
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
南
予
地
域
を
は
じ
め
、
多

く
の
事
業
者
の
皆
様
が
被
災
さ

れ
、
商
工
会
地
域
に
も
深
い
傷
跡

を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
10
月
に

は
消
費
増
税
が
控
え
て
お
り
、
軽

減
税
率
制
度
の
開
始
に
向
け
た
環

境
整
備
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

商
工
会
組
織
と
し
て
も
課
題
は

山
積
み
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
経
営
計
画
の

策
定
支
援
や
伴
走
型
補
助
事
業
の

推
進
、
新
た
な
販
路
開
拓
に
向
け

た
持
続
化
補
助
金
の
活
用
な
ど
事

業
者
の
経
営
力
向
上
、
事
業
承
継

診
断
や
優
遇
税
制
を
活
用
し
た
事

業
承
継
の
推
進
、
軽
減
税
率
制
度

の
普
及
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
補
助

金
等
の
申
請
支
援
を
通
じ
た
被
災

地
域
の
復
旧
復
興
に
努
め
、
我
々

組
織
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
し
っ

か
り
と
着
実
に
果
た
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
各
商
工
会
の
皆
様

と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
し
、
会

員
企
業
等
の
経
営
改
善
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
役
員
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

全
国
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
森
　
　
義
久

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
31
年
の
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
我
が
国
経
済
は
、
企
業

収
益
や
雇
用
情
勢
の
改
善
な
ど
が

み
ら
れ
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
に

あ
り
ま
す
。近
年
で
は
、若
年
層
を

中
心
に
地
方
圏
へ
の
移
住
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
外
国
人
観

光
客
の
増
加
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
高
ま
り
な
ど
、
我
々
商

工
会
地
域
に
は
新
た
な
可
能
性
も

数
多
く
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
58
回

商
工
会
全
国
大
会
で
は
、
大
型
の

経
済
対
策
の
実
施
や
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
策
の
大
幅
な
拡
充
な

ど
に
加
え
、
一
次
産
業
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
組
織
と
の
連
携
推

進
に
つ
い
て
も
決
議
い
た
し
ま
し

た
。
商
工
会
が
、
地
域
経
済
の
牽

引
者
と
し
て
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
課
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
で
真

の
地
方
創
生
を
実
現
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
昨
年
よ
り
見

直
し
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
第

二
期
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
ま

す
。
審
議
を
通
じ
て
感
じ
る
の
は

商
工
会
が
、
小
規
模
企
業
政
策
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る

た
め
に
も
、
新
た
な
計
画
の
も
と

打
ち
出
さ
れ
る
支
援
制
度
を
十
分

に
活
用
し
、
組
織
を
あ
げ
て
小
規

模
事
業
者
の
経
営
支
援
、
地
域
経

済
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
働
き
手
の
不
足
な
ど
の
社

会
的
課
題
や
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
、
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
、
働

き
方
改
革
な
ど
、
制
度
面
で
も
新

た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め
細
か

な
伴
走
型
支
援
が
重
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
限
ら
れ
た
予
算
・
人
員

で
十
分
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、

組
織
体
制
を
改
め
て
見
つ
め
直
す

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
５
月
に
全
国
連
会
長
に
就

任
し
て
以
降
、
全
国
各
地
に
足
を

運
び
、
国
に
対
す
る
要
望
を
は
じ

め
、
地
域
課
題
、
さ
ら
に
は
商
工

会
の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
、
未
来

を
見
据
え
て
様
々
な
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
全
国
津
々
浦
々
の
声
を
ひ
と

つ
に
し
、
地
域
に
根
差
し
た
唯
一

の
経
済
団
体
と
し
て
、
そ
の
責
務

を
果
た
す
べ
く
邁
進
い
た
し
ま
す

の
で
、引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
大
き
く
飛
躍
す

る
年
と
な
り
、
明
る
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

本
年
も
商
工
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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昨
年
11
月
15
日（
木
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
、
第
58
回
商
工
会
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

３
、０
０
０
名
、本
県
か
ら
は
24
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
森
全
国
連
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、菅
内
閣
官
房
長
官
、

世
耕
経
済
産
業
大
臣
（
代
理
に
磯

﨑
経
済
産
業
副
大
臣
）、
𠮷
川
農

林
水
産
大
臣
（
代
理
に
高
野
農
林

水
産
大
臣
政
務
官
）か
ら
の
祝
辞
、

ま
た
、
多
数
の
関
係
団
体
を
代
表

し
て
、
田
中
日
本
政
策
金
融
公
庫

総
裁
、
中
家
全
国
農
業
協
同
組
合

中
央
会
会
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決

議
に
移
り
、荒
尾
大
会
副
会
長（
北

海
道
）
か
ら
、
次
の
６
項
目
の
実

現
に
向
け
決
議
案
が
発
表
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業

に
貢
献
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
の
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

鳥
井　

貞
宏
（
松
前
町
）

【
優
良
青
年
部
】

　

内
子
町
商
工
会
青
年
部

【
優
良
女
性
部
】

　

保
内
町
商
工
会
女
性
部

【
青
年
部
功
労
者
】

　

山
田　

宏
介
（
砥
部
町
）

【
女
性
部
功
労
者
】

　

中
島　
　

瞳
（
松
前
町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

佐
賀
山
祐
治
（
周
桑
）

　

中
村　

隆
司
（
松
前
町
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

今
井　

博
志
（
周
桑
）

　

栗
田　

孝
一
（
周
桑
）

　

越
智　

敏
晴
（
周
桑
）

　

菅　
　

恒
彦
（
越
智
）

　

馬
越　

義
人
（
し
ま
な
み
）

　

田
中　

茂
雄
（
上
島
町
）

　

花
岡　

忠
義
（
北
条
）

　

高
山　

哲
也
（
久
万
高
原
町
）

　

青
木　

輝
勝
（
砥
部
町
）

　

美
濃　

定
義
（
双
海
中
山
）

　

稲
見　
　

廉
（
保
内
町
）

　

大
塚　

晶
司
（
西
予
市
）

　

岡
田　

昌
之
（
西
予
市
）

　

居
村　

精
則
（
津
島
町
）

【
優
良
青
年
部
】

　

周
桑
商
工
会
青
年
部

　

し
ま
な
み
商
工
会
青
年
部

　

久
万
高
原
町
商
工
会
青
年
部

【
優
良
女
性
部
】

　

越
智
商
工
会
女
性
部

　

し
ま
な
み
商
工
会
女
性
部

　

東
温
市
商
工
会
女
性
部

【
青
年
部
功
労
者
】

　

壽
野　

博
志
（
砥
部
町
）

　

尾
花
慎
太
郎
（
内
子
町
）

　

和
氣
宗
一
郎
（
西
予
市
）

【
女
性
部
功
労
者
】

　

中
浦　

一
美
（
上
島
町
）

　

二
宮　

恵
美
（
鬼
北
町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

谷
口　

絵
里
（
周
桑
）

　

石
田　

美
雪
（
周
桑
）

　

日
野
由
香
里
（
東
温
市
）

　

森
本　

智
子
（
松
前
町
）

　

山
本　

真
二
（
連
合
会
）

■
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

【
優
良
商
工
会
】（
共
済
部
門
）

　

長
浜
町
商
工
会

　

松
野
町
商
工
会

一
、
地
方
を
元
気
に
す
る
大
型

経
済
対
策
の
実
施

一
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る

支
援
策
の
大
幅
拡
充

一
、
地
方
創
生
に
向
け
た
農
商

工
連
携
の
推
進

一
、
消
費
増
税
・
軽
減
税
率
へ

の
万
全
な
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
事
業
環
境
の
整
備

一
、
被
災
地
域
の
復
興
支
援
と

共
済
等
を
活
用
し
た
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の

推
進

一
、
会
員
増
強
・
組
織
率
向
上

に
よ
る
組
織
強
化

NHKホール
（東京都渋谷区）

第
58
回

商
工
会
全
国
大
会

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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第
20
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
が
、
11
月
21
・
22
日
、
広
島
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
○
（
Ｗ
ａ
）
～
和
我
技
笑
話

環
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら

約
３
、０
０
０
名
、
愛
媛
県
か
ら

も
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
の
越
智
会
長
か
ら

挨
拶
の
後
、
表
彰
状
授
与
が
行
わ

れ
、
本
県
か
ら
は
、
上
島
町
商
工

会
青
年
部
の
藤
田
純
矢
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
青
年

部
活
動
を
通
じ
て
貫
い
た
志
」
と

題
し
て
発
表
さ
れ
た
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
渡
邉
貴
志
さ
ん
（
愛
知

県
）
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

２
日
目
に
は
、
広
島
県
出
身
で

青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
長
距

離
ブ
ロ
ッ
ク
監
督
の
原
晋
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
明
日
か
ら
取
り
入

れ
た
い
！
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
で

き
る
最
強
の
思
考
改
革
。」を
テ
ー

マ
に
講
演
が
あ
り
、
営
業
マ
ン
時

代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
青
山
学
院
陸
上

部
の
指
導
に
い
か
し
て
、
箱
根
駅

伝
優
勝
に
導
い
た
考
え
方
と
し
て
、

人
や
組
織
の
成
長
は
、
能
力
×
熱

意
×
方
向
性
の
か
け
算
で
、
能
力

が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
バ
ル
よ

り
熱
意
が
あ
り
、
正
し
い
方
向
で

努
力
す
れ
ば
、
チ
ー
ム
も
個
人
も

必
ず
成
長
す
る
。
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
行
動
力
と
情
熱
を

も
っ
て
活
動
し
て
欲
し
い
と
青
年

部
員
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、全
国
の
部
員
と
交
流
を
深
め
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を

向
上
さ
せ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
20
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
in
兵
庫
が
、
11
月
６
日
、
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
ふ
た
つ
の
海

に
抱
か
れ
た
５
つ
の
個
性
で
魅
せ

る
ひ
ょ
う
ご
～
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る

み
な
と
ま
ち
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
～
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
全
国
か
ら
約

２
、３
０
０
名
の
女
性
部
員
が
参

加
し
、
本
県
か
ら
も
59
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
大
会
会
長
で

あ
る
全
女
性
連
末
武
会
長
の
挨
拶

の
後
、各
種
事
業
表
彰
が
行
わ
れ
、

女
性
部
の
創
業
等
支
援
助
成
金
の

助
成
先
と
し
て
「
と
う
お
ん
『
さ

く
ら
ひ
め
』
し
あ
わ
せ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
選
ば
れ
た
東
温
市
商
工

会
女
性
部
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
主
張
発
表
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、審
査
の
結
果
、「
竹

灯
り
で
ま
ち
を
照
ら
す
」と
題
し
、

十
夜
市
で
の
竹
灯
籠
の
イ
ベ
ン
ト

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
海
田
久

子
さ
ん
（
佐
賀
県
）
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
協
職
員
か
ら
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
へ
転
職
と

い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
谷
五
郎

氏
か
ら
「
女
性
の
元
気
が
地
域
の

元
気
」を
テ
ー
マ
に
、西
播
磨
フ
ー

ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
の
審
査
員
の

経
験
を
通
じ
て
、
女
性
が
地
域
の

盛
り
上
げ
役
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
強
く
感
じ
た
こ
と
、
夫
婦
の
あ

り
方
で
は
男
女
の
脳
が
違
う
こ
と

を
理
解
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
方
法

等
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
講
演
が

あ
り
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

移
動
研
修
で
は
、ヤ
マ
サ
蒲
鉾
、

姫
路
城
、
う
す
く
ち
龍
野
醬
油
資

料
館
を
視
察
し
、
各
地
域
で
兵
庫

県
女
性
部
員
の
熱
い
お
も
て
な
し

を
受
け
、
部
員
同
士
の
親
睦
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

青
年
部
全
国
大
会

女
性
部
全
国
大
会

藤田純矢さん（左から２番目）

東温市商工会女性部　野間とし子部長

姫路城にて

青
年
部
・
女
性
部
を
通
じ
た
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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【
企
業
概
要
】

　

当
理
容
店
は
、
昭
和
25
年
４
月

に
祖
父
が
開
業
し
、
現
代
表
の
冨

永
敬
三
氏
が
３
代
目
で
あ
る
。

　

大
洲
市
肱
川
町
の
中
心
部
に
立

地
し
、
地
元
の
方
が
顧
客
の
大
半

を
占
め
る
。

【
取
組
の
経
緯
】

　

本
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
理
容

店
の
１
階
全
部
が
水
没
す
る
被
害

に
見
舞
わ
れ
、
営
業
を
停
止
し
て

い
た
が
、
多
く
の
顧
客
か
ら
再
開

が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。

　

特
に
高
齢
の
方
は
遠
方
へ
の
移

動
が
困
難
な
た
め
、
早
期
復
旧
は

喫
緊
の
課
題
と
考
え
、
本
補
助
金

の
申
請
に
至
っ
た
。

【
取
組
内
容
】

○
店
内
改
装
工
事

○
理
容
専
用
イ
ス
の
刷
新

○
新
規
調
髪
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

【
代
表
者
（
冨
永
敬
三
氏
）
の
声
】

　

今
回
の
災
害
で
は
、
大
き
な
痛

手
を
負
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
店
は
町
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
意
味

合
い
も
強
く
、
お
客
様
か
ら
の
営

業
再
開
の
期
待
の
声
も
多
か
っ
た

た
め
、
一
日
で
も
早
く
復
旧
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
気
持
ち
を
新
た
に

し
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
き

ま
す
。

【
支
援
者
（
川
上
商
工
会
：
井
上

経
営
指
導
員
の
声
】

　

今
回
の
豪
雨
災
害
は
地
域
一
帯

に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、い
ち
早
く
復
旧
し
、

地
域
に
活
力
を
与
え
た
い
と
い
う

意
欲
に
応
え
る
た
め
、
計
画
作
成

を
支
援
し
ま
し
た
。

　

既
に
事
業
を
再
開
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
も
更
な
る
発
展
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

12
月
４
日（
火
）Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
お
い
て
、

愛
媛
県
営
業
本
部
と
合
同
で
商
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
商
談
会
は
、
成
約
の
確
度
を

高
め
る
た
め
、
事
前
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
調
査
等
を
も
と
に
、
完
全
予
約

制
の
面
談
形
式
で
行
い
、
１
２
０

社
程
度
の
事
業
者
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
県
内
外
の
百
貨

店
・
ス
ー
パ
ー
・
専
門
商
社
・
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
50
社
程
度

の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
へ
い
し
、
県
内

最
大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
談
ブ
ー
ス
で
は
、
商
品
の
特

徴
や
利
用
シ
ー
ン
な
ど
事
業
者
か

ら
熱
心
な
説
明
が
行
わ
れ
、
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
は
具
体
的
な
引
き
合
い

の
ほ
か
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り
に

役
立
つ
助
言
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

被災直後の店内

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
槌
音
が
響
く
①

～「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
活
用
事
例
～

広
域
型
販
路
開
拓
環
境
整
備
事
業

～
え
ひ
め
が
誇
る
す
ご
味・す
ご
モ
ノ
商
談
会
～

被災した理容イス店内改装後

外観改装後

主
な
招
へ
い
バ
イ
ヤ
ー

（
食
品
）
三
越
伊
勢
丹
、
大
丸

松
坂
屋
、
三
菱
食
品
、
加
藤
産

業
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ　

な
ど

（
非
食
品
）
サ
ザ
ビ
ー
リ
ー
グ
、

東
急
ハ
ン
ズ
、
三
省
堂　

な
ど

事
業
継
続
・
復
興
に
向
け
て
、
各
種
施
策
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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平成31年１月からe-Taxの利用手続きがより便利になります！

•マイナンバーカードを利用してe-Taxで申告できます。
•既にe-TaxのID（利用者識別番号）を取得している方もe-Taxの
ID・パスワード（暗証番号）が不要になります。

•給与所得者（年末調整済）で、医療費控除又
はふるさと納税などの寄付金控除を適用して
申告する方は、スマホ専用画面をご利用頂け
ます！

•IDとパスワードは、税務署で本人確認を行った後に発行します
ので、希望される方は、本人確認書類をお持ちの上、お近くの
税務署へお越しください。
•国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」でのみ利用
できます。

スマホで見やすい専用画面

•ID・パスワード方式を利用してe-Taxで送信
すれば申告完了！

•e-Taxで送信すれば、源泉徴収票などの添付書
類は提出不要！

・申告書の控えはPDF形式でスマホに保存！

ID・パスワード方式で手続完結

※ID・パスワード方式利用は暫定的な対応です。お早目にマイナンバーカードの取得をお願いします。
※平成31年１月以降も、引き続き、従来の方式でもe-Taxによる申告書の送信ができます。

商
工
会
で
は
記
帳
か
ら
決
算
・
申
告
手
続
き
ま
で
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
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「
わ
た
し
の

　
お
父
さ
ん
の
し
ご
と
」

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
の
し
ご
と

は
、
す
い
ど
う
や
さ
ん
で
す
。
ほ

か
に
も
わ
る
い
と
こ
ろ
を
な
お
し

た
り
、
た
の
ま
れ
た
こ
と
を
し
て

い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
今
年
の
５
月
に

ひ
っ
こ
し
た
ば
か
り
で
す
。
ふ
る

い
お
う
ち
を
か
い
ぞ
う
し
て
、
す

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
お
父

さ
ん
が
、
だ
い
ど
こ
ろ
の
な
が
し

台
を
つ
け
か
え
て
く
れ
た

り
、
お
ふ
ろ
も
き
れ
い
に

か
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
お
父
さ
ん
を

見
て
か
っ
こ
い
い
と
、
思

い
ま
し
た
。

　

は
ず
か
し
く
て
、
い
つ

も
は
、
い
え
な
い
け
ど
、

か
ん
し
ゃ
の
気
持
ち
を
つ

た
え
た
い
で
す
。

「
い
つ
も
一
生
け
ん
め
い
し
ご
と

を
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。」

有
限
会
社

　と
ら
や
鉄
建

（
今
治
市
立
伯
方
小
学
校
２
年
生
）

馬
越

　美
奈
さ
ん

今
治
市
伯
方
町
北
浦
甲
２
５
１
８

　
「
新
し
い
元
号
は
平
成
」
―
。

当
時
の
小
渕
恵
三
官
房
長
官
が
発

表
す
る
様
子
を
、
勤
務
先
の
テ
レ

ビ
で
興
味
深
く
見
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。あ
れ
か
ら
30
年
、

そ
の
平
成
が
今
年
４
月
で
幕
を
閉

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
高
度
成

長
に
沸
い
た
激
動
の
昭
和
か
ら
一

転
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
始
ま
り
、
阪

神
大
震
災
・
東
日
本
大
震
災
、
最

近
で
は
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

等
、
苦
難
の
多
か
っ
た
30
年
だ
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
地
域
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
節
目
の
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、「
今
年
こ
そ
は
」
と
の

思
い
を
強
く
し
て
目
標
を
立
て
ら

れ
て
い
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
っ
た
人
に
は
失
礼
か
と
思

い
ま
す
が
、
あ
る
大
学
の
調
査
に

よ
る
と
、
目
標
を
達
成
で
き
る
の

は
お
よ
そ
10
人
に
１
人
の
割
合
だ

そ
う
で
す
。
な
ぜ
、
自
分
が
そ
の

１
人
に
な
れ
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？　

そ
れ
は
、
目
標
の
立
て
方

を
間
違
っ
て
い
る
か
ら
と
の
こ
と

で
す
。

　

例
え
ば
、
今
年
中
に
10
キ
ロ
痩

せ
る
と
い
う
目
標
を
立
て
た
と
し

ま
す
。
ど
う
や
っ
て
痩
せ
る
の
か

ま
で
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

で
は
、
よ
っ
ぽ
ど
意
志
の
強
い
人

で
な
い
限
り
、
お
そ
ら
く
１
か
月

後
に
は
目
標
を
立
て
た
こ
と
自
体

忘
れ
て
い
る
か
、
半
年
も
す
れ
ば

観
念
し
て
諦
め
る
か
の
ど
ち
ら
か

で
し
ょ
う
。
こ
の
ケ
ー
ス
だ
と
、

10
キ
ロ
の
年
間
目
標
を
週
単
位
・

月
単
位
等
の
目
標
に
細
分
化
し
、

達
成
す
る
た
め
の
方
策
を
週
３
回

ジ
ム
に
通
い
毎
回
30
分
以
上
運
動

す
る
等
、
具
体
的
に
決
め
て
お
く

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

目
標
を
た
だ
の
願
望
で
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
は
、
大
き
な
目
標

を
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
、
具

体
的
に
数
値
で
目
標
設
定
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
商

売
を
す
る
上
で
の
経
営
計
画
も
同

じ
で
す
。最
終
目
標
を
決
め
た
ら
、

ゴ
ー
ル
に
至
る
ま
で
の
長
期
・
中

期
・
短
期
目
標
を
立
て
、
プ
ロ
セ

ス
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

嘱託専門指導員

沖　　泰史

商
工
会
は
経
営
計
画
に
基
づ
く
販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
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本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。

  

商
工
会
名
　
会
　
長
　
名

土
居
町
　
苅
田
　
清
秀

周
　
　
桑
　
渡
部
　
英
志

越
　
　
智
　
大
木
　
光
俊

し
ま
な
み
　
村
上
　
友
則

上
島
町
　
松
浦
　
　
哲

北
　
　
条
　
萩
山
　
陽
右

中
　
　
島
　
俊
成
　
慶
久

東
温
市
　
越
智
　
俊
充

久
万
高
原
町
　
古
田
　
邦
博

松
前
町
　
鳥
井
　
貞
宏

砥
部
町
　
芳
之
内
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